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1923年、東京・神田に生まれる。府立三商9期

卒、早稲田大学英文科卒、カリフォルニア州ク

レアモント大学院留学。信州大、横浜国大、青

山学院女子短大に勤め、フォークナー、 トウェ
インをはじめ、数多くの翻訳・著作を手がける。

1993年 「老子」に出会い、英語からの自由な

翻訳を試みた
「タオヒア・ナウ」(PARCO出版)

を出版、全訳を収めた『タオー老子』 (筑摩書

房)と ともにロングセラーとなっている。現在

は、信州。伊那谷に独居し、詩作、著作のほか、

墨彩画の制作をおこなっている。

東
京
地
検
特
捜
部
は
、
防
衛
省

の
装
備
品
納
入
で
便
宜
供
与
を

し
た
見
返
り
に
、
防
衛
省
の
前

事
務
次
官
の
守
谷
武
昌
容
疑
者

と
妻
の
幸
子
容
疑
者
を
軍
需
専

門
商
社

「山
田
洋
行
」
元
専
務

宮
崎
容
疑
者
か
ら
多
数
、
多
額

の
接
待
を

受
け
た
と
し
て
十

一
月

二
十
八
日
収
賄
容

疑

で
逮
捕
し
た
。

本
件
は
、
あ
ま
り

の
ひ
ど
さ
に
、
連
日

の
ご
と
く
メ
デ

ィ
ァ
で
報

じ
ら
れ
て
お
り
、

詳
述

は
さ
け
る
が
、
十
数
年

に
及
ぶ
防
衛

省
幹
部
と
納
入
業
者

の
常
軌
を
逸
し
た
癒

着

で
あ
る
。
ゴ

ル
フ
三
百
回
、
赤
坂
カ
ラ

オ
ケ
、
賭
け
麻
雀
等
々
で
あ
る
。
防
衛
予

算

は
約
五
兆
円

で
あ
り
、
人
件
費
等
を

の

ぞ

い
て
軍
用
機
か
ら
制
服
ま
で
、
装
備
品

に
投
じ
ら
れ
る
税
金
は
年

二
兆
円
程
度
だ

と

い
う
。
防
衛
秘
密
等
を
自
実

に
、
そ
の

実
態
は
外
か
ら
見
え
に
く

い
状
態
と
な

っ

て
い
る
。
日
本

の
安
全
保
障

に
直
結
す
る

装
備
品

の
調
達
が
、
業
者
と

の
癒
着
に
よ

っ
て
、
ど
の
よ
う

に
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
た

か
に

つ
い
て
、
国
民
、
納
税
者

の
厳
し

い

監
視

の
目
が
向
け
ら
れ

て
い
る
。
検
察
は
、

民
主
国
家

の
基
本

で
あ
る
三
権
分
立

の
シ

ス
テ
ム
を

フ
ル
回
転
し
て
、
国
民

の
疑
惑

を
晴
ら
す

こ
と
に
金
力
を
挙
げ

て
ほ
し

い
、

立
法
府

は
立
法
と
し
て
、
関
係
閣
僚
、
業

者
等
を
証
人
喚
問
し
、
参
考
人
招
致
し
国

民

の
負
託
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ま
た
本
件
を
契
機

に
、
会
計
検
査
院

の

あ
り
方

に

つ
い
て
も
、
独
立
性

の
強
化
、

強
制
捜
査
権

の
付
与
等
税
理
士
、
公
認
会

計
士
、
弁
護
士
等
参
画

の
抜
本
的
な
改
革

も
急
務

で
あ
る
と
考
え
る
。
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今
年
は
、
天
候
不
順
で
暑
い
日
が
長

く
続
き
、
二
週
間
前
後
の
ず
れ
で
、
秋

が
短
く
て
天
気
予
報
で
は
、
ラ
ニ
ー
ニ

ャ
現
象
で
今
冬
は
、
厳
し
い
寒
さ
が
あ

る
と
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
陽

気
の
中
、
会
計
人
会
の
皆
様
に
は
如
何

お
過
ご
し
で
す
か
、
お
伺
い
申
し
上
げ

ま
す
。
三
商
で
は
、
来
年

一
月
二
十

一
日
に
、

創
立
八
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
り
、
平

成
二
十
年

一
月
十
二
日
（土
）
に
、
江

東
区
施
設
の

「テ
ア
ラ
江
東
」
に
於
て

記
念
式
典
、
祝
賀
会
を
開
催
す
る
運
び

に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
貴
会
に
は
、

同
窓
会
の
処
出
金
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

快
く
多
大
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
尚

個
人
的
募
金
に
も
ご
理
解
を
頂
き
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た
事
、
誠
に
有
難
く
、

誌
上
を
お
借
り
し
て
、
ご
寄
付
の
程
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
存
じ
の
通
り
七
十
周
年
か
ら
八
十

周
年
の
十
年
間
は
、
激
動
の
十
年
間
と

三

商

同

窓

会

会

長

木

戸

士
口

云
え
ま
す
。
長
い
間
三
商
卒
の
教
職
員

の
方
々
か
ら
成
る
同
窓
会
も
、
平
成
十

五
年
か
ら
は
、
ご
担
当
の
先
生
方
が
皆

無
と
な
り
、
必
然
的
に
同
窓
会
の
主
体

は
、　
一
期
以
降
の
卒
業
生
か
ら
の
同
窓

生
に
運
営
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

私
が
推
さ
れ
て
会
長
と
な
り
、
資
料
の

受
け
継
ぎ
に
苦
労
し
、
役
員
の
人
選
、

評
議
員
の
決
定
づ
け
に
苦
慮
し
、
や
っ

と
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、
ま
も
な
く

都
立
高
の
統
廃
合
の
波
に
も
ま
れ
、
三

商
は
二
次
の
統
廃
合
の
中
に
載
っ
て
い

る
と
の
話
も
出
て
、
大
変
心
配
し
ま
し

た
。
幸
い
に
そ
の
頃
、
越
中
島
の
背
景

「豊
洲
、
晴
海
」
が
活
気
づ
き
、
又
有

明
、
枝
川
あ
た
り
に
も
、
二
十
階
マ
ン
′

シ
ョ
ン
、
四
十
階
建
て
超
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
、
そ
し
て
特
に
六
十
八
階
建
て
の

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
民
が
増
え
て
、

小
中
学
校
と
も
満
杯
の
状
況
で
す
。

従
っ
て
三
商
に
入
学
さ
れ
る
生
徒
数
も

増
大
す
る
見
込
み
が
あ
る
の
で
、
統
廃

合
の
憂
き
目
に
は
、
遭
わ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
又
地
理
的
に

「豊
洲
、

晴
海
」
へ
は
、
三
商
の
運
動
場
を
月
島

通
り
よ
り
、
越
中
島
へ
向
か
い
右
折
し

て

「ら
ら
ぽ
―
と
」
が
あ
り
、
お
台
場

海
浜
公
園
と
な
ら
び
大
き
な
享
楽
地
と

な
り
、
新
宿
を
凌
ぐ
一
大
名
所
に
な
る

こ
と
請
け
合
い
で
、
三
商
は
、
そ
の
名

隆

所
の
玄
関
口
に
当
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

将
来
の
展
望
が
明
る
さ
を
増
し
、
商
業

高
校
で
は

「三
商
」

「
一
商
」

「芝
商
」

の
三
校
は
、
永
遠
に
残
る
だ
ろ
う
と
、

現
校
長

「柴
田
哲
」
先
生
が
語
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
会
計
人
会
の
皆
様
に
は
、

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
三
商
を
経
て

「ラ
イ
セ
ン
ス
」
を
取
得
し
、
数
と
質

と
共
に
、
日
本
一
の
商
業
高
校
と
し
て
、

胸
を
張
り
、

「世
の
為
、
人
の
為
、
そ

し
て
後
継
者
の
育
成
」
に
も
力
を
注
い

で
い
た
だ
き
、
創
立
八
十
周
年
記
念
事

業
を
同
窓
会
、
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
在

校
生
共
に
、
お
祝
い
申
し
上
げ
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
会
計
人
会
様
に
は
、

今
後
共
同
窓
会
に
は
変
わ
ら
な
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
貴
会
の
益

々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

代
に
対
応
す
る
に
は
若
い
者
の
力
を
借

り
て

″若
い
者
に
は
負
け
な
い
〃
な
ん

と
い
う
強
が
り
を
い
わ
ず
、
な
お
が
ん

ば
る
だ
け
が
ん
ば
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
私
の
好
き
な

「菜
根
謂
」
の

の
か
の
一
文

日
既
暮
　
而
猶
姻
霞
絢
爛

歳
将
晩
　
而
更
橙
橘
芳
馨

故
末
路
晩
年

君
子
更
宣
　
精
神
百
倍

恩
師
で
あ
る
清
田
先
生
か
ら
同
期
会

の
折
、
早
く
ボ
ケ
る
人
と
ボ
ケ
な
い
人

の
十
ケ
条
と
い
う
印
刷
物
を
い
た
だ
い

た
。（早
く
ボ
ケ
る
人
）
の
方
は
省
略
し
、

（早
く
ボ
ケ
な
い
人
）
の
方
を
紹
介
す

ワ〈υ。一
、
常
に
感
謝
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る

人
。
二
、
本
や
新
聞
を
読
み
日
記
を
つ

け
る
人
。
三
、
手
足
を
よ
く
使
う
人
。

四
、
人
の
世
話
を
す
る
人
。
五
、
ハ
イ

カ
ラ
さ
ん
。
六
、
酒
を
た
し
な
み
、
歌

を
う
た
う
な
ど
、
陽
気
な
人
。
七
、
友

人
が
多
く
、
つ
き
あ
い
の
良
い
人
。
八
、

趣
味
多
く
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
を
好
み
つ

づ
け
る
人
。
九
、
奉
仕
の
精
神
旺
盛
な

人
。
十
、
異
性
に
関
心
を
持
ち
つ
づ
け

る
人
。
こ
の
中
で
私
は
日
記
だ
け
は
書

け
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
歌
舞
伎
等
み

た
芝
居
、
音
楽
会
の
感
想
そ
の
他
を
書

い
て
お
き
、
時
々
読
み
返
し
て
い
る
。

書
い
て
お
く
こ
と
は
頭
の
中
に
記
憶
し

て
お
く
必
要
が
な
い
の
で
良
い
の
か
も

知
れ
な
い
。

″
老

〃

に

つ

い

て

児

私
は
若
い
頃
大
病
に
患
さ
れ
た
。
寿

命
も
普
通
の
人
よ
り
は
長
く
は
な
い
と

思
っ
て
い
た
。
七
十
才
ま
で
生
き
れ
ば

い
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
。
私
の
肺
の
機

能
が
普
通
の
人
に
比
べ
る
と
七
十
％
位

だ
と
医
者
か
ら
言
わ
れ
た
の
で
、
そ
う

思
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
既
に

七
十
を
過
ぎ
た
今
。
糖
尿
だ
の
血
糖
値

が
高
い
な
ど
と
い
わ
れ
て
も
日
常
の
生

活
で
は
な
ん
の
病
的
気
配
は
な
い
。
先

日
も
奈
良
か
ら
宝
生
寺
長
谷
寺
と
石
塔

の
多
い
寺
を
歩
い
た
。
翌
週
に
は
上
高

地
へ
行
っ
た
が
特
に
疲
れ
は
感
じ
な
か

っ
た
。
年
を
と
る
と
物
忘
れ
が
激
し
く

な
る
と
い
う
が
、
私
は
昔
か
ら
記
憶
力

が
い
い
方
で
は
な
い
、
記
憶
力
が
良
け

れ
ば
高
校
時
代
英
語
の
単
語
等
安
々
と

覚
え
ら
れ
、
英
語
等
自
由
に
操
ら
れ
た

だ
ろ
う
と
思
う
。

最
近
テ
レ
ビ
に
映
画
監
督
の
新
藤
兼
人

玉
　
　
透

昭
和

二
十
六
年
卒

氏
が
九
十
幾
才
で
か
く
し
ゃ
く
と
し
て

出
演
さ
れ
て
い
た
。
毎
週
何
回
か
英
会

話
を
習
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
元
東
大
教
授
最
高
裁
判
事
の
団
藤

重
光
氏
も
九
十
才
を
超
え
ら
れ
た
最
近

書
か
れ
た
対
話
集

〃反
骨
の
コ
ツ
〃
で

は
最
近
の
凶
悪
犯
罪
が
増
加
す
る
中
、

死
刑
制
度
存
続
の
多
い
世
論
の
中
、
裁

判
制
度
に
反
論
さ
れ
、
そ
の
関
連
と
し

て
も
死
刑
廃
止
論
を
と
う
と
う
論
ぜ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
単
に
老
害
を
さ

ら
す
だ
け
で
は
長
生
き
も
意
味
は
な
い
。

長
生
き
の
た
め
に
は
不
断
の
目
標
を
も

っ
た
努
力
練
磨
が
大
切
な
の
で
あ
ろ
う
。

我
々
の
業
界
に
お
い
て
は
会
社
法
の

全
目
的
改
正
又
税
法
の
多
く
の
分
野
に

亘
る
改
正
、
電
子
申
告
と
い
っ
た
我
々

世
代
の
者
に
と
っ
て
は
思
っ
て
も
み
な

か
っ
た
制
度
の
導
入
と
、
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
っ
て
く
、
そ
う
ゆ
う
新
し
い
時
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第
十
五
回
定
期
総
会
、

懇
親
会
開
催
さ
れ
る

三
商
会
計
人
会
第
十
五
回
定
期
総
会
、
懇
親
会
は
、
平
成
十
九
年
六
月
十
八
日

（月
）
午
後
二
時
よ
り
両
国
の
大
関
庵
に
て
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
は
、
来
賓
と
し
て
東
霞
時
雄
先
生
、
木
戸
隆
吉
同
窓
会
会
長
、
会
員
は

好
川
栄
一
会
長
ほ
か
児
玉

透
、
増
田
昌
弘
、
荻
野
弘
康
、
石
川

昭
、
浅
野
修
一

の
八
名
で
あ
る
。

東
霞
時
雄
先
生
、
木
戸
隆
吉
同
窓
会
会
長
の
ご
挨
拶
と
同
窓
会
活
動
状
況
の
報

告
の
あ
と
、
　
好
川
栄
一
会
長
を
議
長
に
選
任
し
議
案
の
審
議
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
　
　
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
承
認
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案
　
　
平
成
十
八
年
度
収
支
報
告
に
関
す
る
件

第
二
号
議
案
　
　
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
承
認
に
関
す
る
件

第
四
号
議
案
　
　
平
成
十
九
年
度
収
支
予
算
案
承
認
に
関
す
る
件

以
上
全
て
の
議
案
は
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
平
成
十
八
年
度
収
支
報
告
書
と
平
成
十
九
年
度
収
支
予
算
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成 19年度収支予算案

平成19.4.1～20.3.31

収入の部       円
前期繰越金 1,410,929

会 費収 入  150,000

平成 18年度収支報告

平成18.4.1～ 19.3.31

収入の部       円
前期繰越金 1,533,223

会 費収 入  150,000

合 計  1,560,929 合 計  1,683,223

浅

支出の部

総 会 費  50,000
機 関誌 費  130,000

市民講師補助 100,000

母校80周年記念寄付 50,000

雑   費  30,000
予 備 費 1,200,929

支出の部

総 会 費  54,784
機 関誌 費  H2,770
市民講師補助 100,000

雑   費   4,740
次期繰越金 1,410,929

野

　

修

　

一

（昭
和
二
十
九
年
卒
）

合 計  1,560,929 合 計  1,683,223

本
年
は
、
母
校
八
十
周
年
に
な
る
の
で
各
団
体
に
五
万
円
の
寄
付
の
要
請
が
あ
り
こ
れ
を

本
年
度
の
予
算
に
計
上
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

定
期
総
会
終
了
後
懇
親
会

に
入
り
、
全
員
が
所
感

を
表
明

し
和
や
か

に
懇
談

し
、

定
期
総
会
、
懇
親
会

と
も

に
終
了
し
た
。

都
立
三
商
Ｏ
Ｂ
団
体

浅

野

修

一

（昭
和
二
十
九
年
卒
）

交
流
会
開
催
さ
れ
る

都
立
三
商
Ｏ
Ｂ
団
体
交
流
会
は
、

平
成
十
九
年
十
月
二
十
日
午
後
五

時
三
十
分
よ
り
東
天
紅
両
国
店
に

て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
は
、
平
成
十
五
年
に
は

じ
め
て
開
催
さ
．れ
今
回
三
回
目
の

開
催
で
あ
る
。
三
商
会
計
人
会
か

ら
は
児
玉
　
透
、
荻
野
弘
康
、
石

川
　
昭
、
浅
野
修
一
の
四
名
が
出

席
し
た
。

出
席
者
は
、
柴
田
　
哲
学
校
長
、

同
窓
会
役
員
、
三
水
会
、
会
計
人

会
、
三
珠
会
、
三
文
会
、
剣
友
会
、

テ
ニ
ス
部
、
卓
球
部
、
女
子
ボ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
、

陸
上
競
技
部
な
ど
総
勢
四
十
四
名

で
あ
る
。

来
賓
挨
拶
と
し
て
柴
田
　
哲
学

校
長
の
ご
挨
拶
な
ど
の
あ
と
懇
談

に
入
り
、
中
間
で
各
団
体
の
報
告

が
あ
り
、
三
商
会
計
人
会
か
ら
は
、

荻
野
弘
康
会
員
が
三
商
会
計
人
会

を
代
表
と
し
て
力
強
く
活
動
報
告

が
な
さ
れ
た
。

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
懇
談
が

続
い
た
が
、
最
後
に
校
歌
、
及
び

応
援
歌
を
参
加
者
全
員
で
斉
唱
し

て
散
会
し
た
。

校

歌

作
詞

一副
田
夕
暮

作
曲

山
田
耕
律

都
の
空
は
あ
け
た
り
今

希
望
に
燃
ゆ
る
若
き
わ
れ
ら

都
立
第
二
商
業
　
，コ
」
に
拠
る
や

日
本
の
富
を
担
ふ
わ
れ
ら

富
岳
の
雪
を
望
む
窓
辺

理
想
は
高
し
　
若
き
わ
れ
ら

都
立
三
商
業
　
，す
」
に
居
る
や

都
の
栄
え
を
築
く
わ
れ
ら

〓
一　
東
都
の
海
の
門
に
あ
り
て

心
は
潤
し
　
若
き
わ
れ
ら

都
立
三
商
業
　
）コ
」
に
立
つ
や

江
戸
の
は
こ
り
を
継
げ
る
わ
れ
ら
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人
生
い
ろ
い
ろ

「二
度
あ
る
こ
と
は
三
度
あ
る
」
と

よ
く
云
わ
れ
ま
す
が
三
商
会
計
人
ニ
ュ

ー
ス

「都
の
空
」
に
九
号
、
十
号
に
つ

づ
き
十
一
号
に
も
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。
制
度
的
な
問
題
は
日
本
橋
支
部
会
報

で

「商
法
改
悪
問
題
に
つ
い
て
」

「付

加
価
値
税
導
入
に
反
対
す
る
論
点
」

「商
法
改
正
の
問
題
点
と
経
緯
に
つ
い

て
」

「商
工
会
議
所
、
商
工
会
へ
の
顧

問
税
理
士
派
遣
制
度
に
つ
い
て
」
等
々

そ
の
時
、
そ
の
時
の
問
題
点
に
つ
い
て

論
文
を
寄
稿
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

こ
で
は
制
度
問
題
で
は
な
く
島
倉
千
代

子
の
歌
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が

「人
生

い
ろ
い
ろ
」
人
そ
れ
ぞ
れ
に
、
い
ろ
い

ろ
経
験
を
し
ま
す
が
、
私
が
経
験
を
し

て
き
た
一
端
を
思
い
出
す
ま
ま
に
書
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
昭
和
十
五
年
に
豊
島
区
巣
鴨
に

あ
っ
た
仰
高
北
小
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
昭
和
十
六
年
に
大
東
亜
戦
争
が
勃

発
し
、
昭
和
十
九
年
に
長
野
県
小
県
郡

室
賀
村

（現
在
川
西
村
）
の
前
松
寺
と

い
う
お
寺
に
集
団
疎
開
を
し
ま
し
た
。

こ
の
事
は

「都
の
空
」
九
号
で
紹
介
済

で
す
が
、
終
戦
後
十
年
ぐ
ら
い
後
に
前

松
寺
会
の
メ
ン
バ
ー
数
名
で
お
世
話
に

な
っ
た
室
賀
村
を
訪
問
し
、
前
松
寺
は

増
　
田
　
日日
　
弘

第
十
九
期
卒
業

じ
め
室
賀
村
に
寄
付
を
し
た
と
こ
ろ
、

学
校
、
警
察
署
、
消
防
団
、
老
人
会
、

婦
人
会
の
皆
様
が
前
松
寺
に
集
り
大
歓

迎
を
し
て
く
れ
た
。
私
は
村
の
機
能
が

停
止
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
た
ほ
ど
で
し
た
。
こ
の
事
が
信
濃

読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

お
世
話
に
な
っ
た
お
寺
さ
ん
や
寮
母
さ

ん
を
東
京
に
招
待
し
、
日
黒
の
雅
叙
園

に
宿
泊
し
て
も
ら
い
東
京
見
物
に
ご
案

内
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
稀

に
前
松
寺
を
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
税
理
士
会
の
年
男
の
座
談
会
に

出
席
し
た
と
き
、
こ
の
集
団
疎
開
当
時

の

「ノ
ミ
」

「シ
ラ
ミ
」
の
話
を
し
ま

し
た
と
こ
ろ
大
笑
い
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
を
卒
業
し
都
立
三
商
に
入
学

し
た
の
で
す
が
、
三
商
時
代
の
件
は
九

号
で
そ
の
悪
餓
鬼
ぶ
り
は
紹
介
済
で
す

の
で
省
略
致
し
ま
す
。
昭
和
二
十
七
年

に
早
稲
田
大
学
に
入
学
し
て
ま
も
な
く

三
商
時
代
の
友
人
七

・
八
名
で
熱
海
に

旅
行
を
し
た
の
で
す
が
、
夜
旅
館
の
ホ

ー
ル
で
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
は
ず
で
し
た

が
、　
一
緒
に
い
っ
た
連
中
で
一
人
だ
け

し
か
ダ
ン
ス
が
踊
れ
ず
、
私
達
は
指
を

く
わ
え
て
見
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
東

京
に
帰
っ
て
来
て
指
を
く
わ
え
て
見
て

い
る
だ
け
だ
っ
た
連
中
で
一
念
発
起
、

高
田
馬
場
に
あ
っ
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
ダ
ン

ス
教
習
所
に
入
会
し
た
。　
一
緒
に
習
っ

た
友
人
の
第
十
九
期
卒
業
の
萩
倉
君

（学
習
院
大
学
卒
業
）
は
ア
マ
チ
ュ
ア

ダ
ン
ス
大
会
で
優
勝
し
た
。

私
も
ダ
ン
ス
に
熱
中
し
、
新
橋
の
フ

ロ
リ
ダ
、
銀
座
の
松
坂
屋
の
地
下
に
あ

っ
た
オ
ア
シ
ス
、
五
反
田
の
カ
サ
ブ
ラ

ン
カ
、
浅
草
の
松
屋
の
中
に
あ
っ
た
隅

田
ホ
ー
ル
等
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
通
っ
た
。

私
は
バ
ン
カ
ラ
で
い
つ
も
高
下
駄
で
闊

歩
し
て
い
た
が
。
あ
る
日
友
人
と
銀
座

の
松
坂
屋
の
地
下
に
あ
っ
た
オ
ア
シ
ス

で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
、
そ
の
日

も
合
憎
高
下
駄
だ
っ
た
の
で
中
へ
入
れ

て
く
れ
ず
、

「友
人
が
中
に
い
る
の
で

絶
対
ダ
ン
ス
は
踊
ら
な
い
」
と
云
っ
て

強
引
に
中
へ
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
高
下
駄
で
入
っ
た
の
は
私

ぐ
ら
い
だ
ろ
う
。

野
球
の
早
慶
戦
で
早
稲
田
が
勝
利
し

新
宿
の
武
蔵
野
館
の
前
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ

ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
気
勢
を
上
げ
た
後
、
七

・
八
人
で
飲
み
に
行
っ
た
。
い
ざ
勘
定

と
な
っ
た
ら
誰
も
お
金
を
持
っ
て
お

ら
ず
、
皆
誰
か
が
お
金
を
持
っ
て
い
る

と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
や
む
な
く
一
人

を
人
質
に
置
き
他
の
連
中
は
時
計
を

「
マ
ゲ
」
に
質
屋
に
走
っ
た
。
人
質
に

置
か
れ
た
人
が

「間
違
い
な
く
帰
っ
て

き
て
く
れ
よ
な
」
と
半
ベ
ソ
で
云
っ
て

た
の
を
今
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
る
。

お
金
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
思
い
出

す
の
は
、
私
は
昭
和
三
十
五
年
に
結
婚

し
妻
と
相
談
し
て
新
婚
旅
行
を
九
州
に

行
く
計
画
を
し
た
が
お
金
が
な
く
て
熱

海
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
九
州
旅
行
が

実
現
し
た
の
は
二
十
年
後
で
あ
っ
た
。

ま
た
私
は
豊
島
区
の
ア
パ
ー
ト
に
住

ん
で
い
た
が
湿
気
が
ち
で
畳
に
ナ
メ
ク

ジ
が
這
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
銭
湯
に
行
く
お
金
が
な
く
一

ケ
月
間
風
呂
に
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
な
の
に
馬
鹿
な
泥
棒
に
入

ら
れ
た
。
雨
戸
を
こ
じ
開
け
、
ガ
ラ
ス

窓
を
焼
き
切
り
、
子
供
の
布
団
の
上
に

靴
の
足
跡
、
そ
し
て
海
苔
棺
、
カ
ツ
節

箱
が
開
け
ら
れ
て
い
た
。
泥
棒
が
他
で

海
苔
棺
、
カ
ツ
節
箱
の
中
の
暦
繰
り
を

見
つ
け
た
の
で
し
ょ
う
。
犯
人
を
追
跡

し
て
い
る
本
庁
の
刑
事
が
来
て
被
害
は

と
聞
か
れ
た
の
で

「ガ
ラ
ス
窓
を
壊
さ

れ
た
件
、
子
供
の
布
団
の
足
跡
の
件
、

海
苔
棺
、
カ
ツ
節
箱
を
汚
い
の
で
捨
て

た
件
」
を
答
え
た
ら
、

「他
に
被
害
は
」

と
聞
か
れ

「他
に
あ
り
ま
せ
ん
、
む
し

ろ
お
金
を
置
い
て
い
っ
て
も
ら
い
た
か

っ
た
」
と
云
っ
た
ら
刑
事
が
苦
笑
い
を

し
て
い
た
。

ま
た
私
は
ダ
ン
ス
だ
け
じ
ゃ
な
く
麻

雀
に
も
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
三
商
の

先
輩
で
あ
る
日
下
部
与
市
先
生
の
簿
記

論
を
選
択
し
た
が
麻
雀
を
や
っ
て
い
て

試
験
を
受
け
る
の
を
忘
れ

「保
留
」
と

な
っ
て
し
ま
い
、
日
下
部
先
生
の
研
究

室
に
行
き

「私
は
三
商
の
後
輩
で
ご
ざ

い
ま
す
追
試
験
を
受
け
さ
せ
て
下
さ
い
」

と
お
願
い
し
追
試
験
を
受
け
さ
せ
て
い

た
だ
き

「秀
」
を
い
た
だ
い
た
、
三
商

の
後
輩
と
い
う
の
が
よ
か
っ
た
か
な
！

ま
た
大
学
で
は
第
二
外
国
語
を
履
修

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
私
は
フ
ラ
ン
ス
語

を
選
ん
だ
。
二
年
生
に
な
る
と
フ
ラ
ン

ス
語
経
済
学
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
英
語
だ
っ
て
良
く
分
か
ら
な
い
の

に
フ
ラ
ン
ス
語
な
ん
て
全
然
解
ら
な
い

状
態
だ
っ
た
。
試
験
の
数
日
前
に
そ
の

資
料
を
電
車
の
網
棚
の
上
に
忘
れ
紛
失

し
て
し
ま
い
試
験
を
受
け
な
か
っ
た
ら

当
然

「保
留
」
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
そ

の
担
当
の
教
授

（公
認
会
計
士
士
補
の

試
験
委
員
を
務
め
て
い
た
）
の
家
に
ウ

ィ
ス
キ
ー
を
持
っ
て
追
試
験
の
お
願
い

に
行
っ
た
。
普
通
は
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
置

い
て
帰
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
が
、
私

は
そ
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
教
授
と
一
緒
に

飲
み
、
い
ろ
い
ろ
と
話
を
し
、
ウ
ィ
ス

キ
ー
を
全
部
飲
ん
で
帰
っ
た
。
教
授
と

の
話
の
中
で
教
授
が

「増
田
さ
ん
フ
ラ

ン
ス
語
を
ど
う
思
っ
て
い
る
」
と
聞
か

れ
た
の
で
私
は

「フ
ラ
ン
ス
語
が
社
会

に
出
て
ど
ん
な
に
役
に
立
つ
か
疑
間
で

あ
り
、
ヤ
ル
気
が
し
な
い
」
と
い
っ
た

ら
、
教
授
曰
く

「フ
ラ
ン
ス
語
を
覚
え

た
か
覚
え
な
い
か
で
は
な
く
ヤ
ッ
タ
カ

ヤ
ラ
ナ
イ
カ
な
ん
だ
」
と
云
わ
れ
た
。

い
う
な
れ
ば
優
越
感
な
ん
だ
な
あ
と
感

心
し
た
。
研
究
室
で
追
試
験
を
受
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
、

「良
」
を
い
た
だ
き

単
位
を
取
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
も

一
緒
に
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
飲
ん
だ
お
か
げ

だ
と
思
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ダ
ン
ス
、
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麻
雀
等
学
生
時
代
を
楽
し
く
謳
歌
し
た

の
で

「君
は
優
秀
な
の
で
後
一
年
残
れ
」

と
い
う
こ
と
で
卒
業
迄
五
年
間
を
要
し

て
し
ま
っ
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら

は
学
生
時
代
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
灰

色
の
生
活
と
な
っ
た
。
会
社
に
勤
務
し

な
が
ら
税
理
士
試
験
に
向
け
て
寝
食
を

忘
れ
夢
中
で
勉
強
し
た
。
お
か
げ
で
九

号
に
も
書
い
た
と
お
り
昭
和
三
十
八
年

第
十
三
回
の
税
理
士
試
験
に
合
格
す
る

こ
と
が
出
来
た
。

「都
の
空
」
十
号
の
私
の
文
章
の
中

で
印
刷
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
が
日
本
税
理
士
会
連
合
会
の
商
法

対
策
特
別
委
員
会
の
委
員
長
に
就
任
し

た
と
き
商
法
改
正
問
題
が
浮
上
し
、
そ

の
中
に
最
低
資
本
金
制
度
が
入
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
潰
す
た
め
に
陳
情
活
動
を

行
っ
た
が
、
十
号
の
中
で

「法
務
政
務

事
務
官
」
と
あ
る
の
は
印
刷
ミ
ス
で

「法
務
政
務
次
官
」
で
す
。
当
時
の
次

官
は
九
州
出
身
の
波
多
野
忠
文
先
生
で

私
が
直
接
お
会
い
し
最
低
資
本
金
制
度

に
つ
い
て
陳
情
し
た
。
そ
の
時
法
務
政

務
次
官
の
波
多
野
忠
文
先
生
と
意
気
統

合
し
、

「増
田
さ
ん
私
が
次
官
の
間
何

時
で
も
来
な
さ
い
」
と
云
っ
て
下
さ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
の
総
選
挙

で
残
念
な
が
ら
落
選
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
波
多
野
忠
文
法
務
政

務
次
官
の
お
か
げ
で
そ
の
時
は
最
低
資

本
金
制
度
は
潰
す
こ
と
が
出
来
た
。

昨
年
あ
る
会
合
で
安
倍
内
閣
の
時
に

官
房
長
官
を
務
め
ら
れ
た
塩
崎
官
房
長

官
の
親
父
さ
ん
の
塩
崎
潤
先
生
に
お
会

い
し
た
と
き
、
こ
の
最
低
資
本
金
制
度

に
つ
い
て
波
多
野
忠
文
法
務
政
務
次
官

に
陳
情
し
た
件
を
お
話
し
た
ら
、
塩
崎

潤
先
生
が

「波
多
野
忠
文
君
は
良
く
知

っ
て
い
る
よ
、
こ
れ
か
ら
も
税
理
士
会

の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
知
り
た
い
か
ら
何

か
あ
っ
た
ら
連
絡
下
さ
い
」
と
云
わ
れ

た
。塩
崎
潤
先
生
は
九
十
才
な
お
意
気
軒

昂
で
、
酒
も
ガ
ブ
ガ
ブ
飲
み
益
々
お
元

気
で
あ
っ
た
。

商
法
問
題
は
学
者
先
生
方
が

「机
上

の
空
論
」
で
二
転
三
転
し
、
国
民
が
大

変
迷
惑
し
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
と
私
の
経
験
し
た
一
端
を

思
い
出
す
ま
ま
に
書
き
ま
し
た
が
、　
一

読
し
て
一
笑
に
付
し
て
下
さ
い
。

私
も
す
で
に
七
十
四
才
、
妻
も
七
十

二
才
、
結
婚
二
十
五
年
の
銀
婚
式
に
は

妻
を
初
め
て
外
国
旅
行

（オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ヤ
）
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
後
三

年
で
結
婚
五
十
年
の
金
婚
式
を
迎
え
る

わ
け
で
す
が
、
今
度
は
何
処
へ
連
れ
て

い
く
か
検
討
中
で
す
。

後
何
年
生
き
ら
れ
る
か
解
り
ま
せ
ん

が
苦
労
を
掛
け
た
妻
と
こ
れ
か
ら
残
っ

た
人
生
を
楽
し
く
そ
し
て
悔
い
の
な
い

人
生
を
送
っ
て
生
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

お
も

・
二
年
前
、
人
間
ド
ッ
ク
で
健
診
、

高
血
糖
値
で
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
、
薬

一
日
一
個
と
食
事
は
腹
八
分
、
間
食
は

グ
メ
、
甘
い
菓
子
は
グ
メ
、　
・
・
・
・

で
一
年
経
過
、
数
値
の
改
善

（
ｒ
ｌ
Ｇ

Ｔ
は
１
２
６
か
ら
８
１
、　
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
Ａ
Ｌ
Ｃ
は
９
．
一０
か
ら
６
．
２
な
ど
）

は
あ
っ
た
が
体
調
の
実
感
が
あ
ま
り
感

じ
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
ま
ま
ま

た
一
年
経
過
・
・
・
・
健
康
診
断
と
関

係
な
し
に
、
一
一、
ぎ
一年
前
か
ら
そ
ろ
そ

ろ
事
務
所
の
閉
じ
方

（業
務
廃
止
）
と

そ
の
後
の
生
き
方
を
ど
う
し
よ
う
？
？

は
、
昨
年
か
ら
進
展
の
な
い
状
況
。

・
母
校
三
商
の
市
民
講
師
を
三
商
会

計
人
会
の
一
員
と
し
て
引
き
受
け
て
、

い
つ
の
間
に
か
十
年
余
、
年
齢
、
マ
ン

ネ
リ
化
等
を
思
う
と
、
早
く
交
代
し
な

け
れ
ば
と
！
、
ど
な
た
か
？
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
！
　
い」連
絡
を
！

概
要
は
一
昨
年
の

「都
の
空
」
を
見

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
一
九
年
度
の
生
徒

数
は
昨
年
の
異
変
か
ら
例
年
通
り
の
九

名

（昨
年
は
二
十
七
名
）
と
元
に
戻
り

ま
し
た
。
授
業
は
六
月
か
ら
始
ま
り
九

月
、
十
月
、
十
一
月
の
四
ヶ
月
間
時
間

で
二
十
六
時
間
の
講
義
。
最
近
の
講
義

石

　
川
　
　
昭

昭
和

三
十

三
年

卒

内
容

は
、
前
半

で
租
税
法

の
基
礎

「教

科
書

は
現
代
税
法

の
基
礎
知
識
を
使
用
」

中
間

四
時
間
を
憲
法

（全
文
を
読
む
）
、

後
半
は
、
具
体
的
な
税
法

で
こ
れ
か
ら

の
主
要
税
目

で
あ

る
消
費
税
を
勉
強
し

て
貰

っ
て
い
ま
す
。

・
税
制
改
正
論
議

が
新
間
を
賑
わ

す
時
季
、
参
院
選

の
結
果
、

ね
じ
れ
国

会
、
安
倍
首
相
突
然

の
退
陣
、
福
田
首

相
誕
生
、
小
澤
騒
動
と
、
立
法
府

の
機

能
な
し
、

そ
ん
な
中

で
消
費
税

の
増
税

必
要
論
議

が
急
浮
上
、　
一
方

で
、
毎

日

の
よ
う

に
報
道

さ
れ

る
税

の
無
駄
遣

い
、

年
金

の
無
駄
遣

い
、
杜
撰
な
事
務
処
理

・
・
・
・
、
思
う

に
歳
出

の
徹
底
的
削

減

が
真
剣

に
検
討

さ
れ
な

い
の
は
何
故

だ
ろ
う
か
？

・
特
殊
支
配
同
族
会
社

の
対
象
会
社

が
十

二
万
社

で
あ

っ
た
よ
う
、
財
務
省

は
約
五
万
社
と

い

っ
て
い
た
が

（過
小

宣
伝
）
・
総
務
省
が
十

二
億
円
を
掛

け

て
作

っ
た

シ
ス
テ
ム
が
年
間
十
六
件
し
か
使

わ
れ

て
い
な

い
、
社
保
庁

の
莫
大
な

シ

ス
テ
ム
費
用
等

々
、
税
金

の
無
駄
使

い
、

裏
金
作
り
、
非
効
率
な
使
用
等
何
故
な

く
な
ら
な

い
の
か
？
会
計
検
査
院

の
強

しヽ、

の 、

ま 、

ヨ に 、

化

（人
員
増
、
効
率
向
上
な
ど
）
、
不

正
に
対
す
る
罰
則
強
化
と
共
に
国
民
が

も
っ
と
怒
ら
な
け
れ
ば
―
ま
た
、
相
変

わ
ら
ず
の
小
会
社
に
対
す
る
非
効
率
な

税
務
調
査
。

・
税
理
士
、
税
理
士
事
務
所
の
職
員

に
よ
る
一
般
的
な
税
務
相
談
に
つ
い
て

は
、
自
己
解
決
を
図
る
こ
と
、
ま
た
相

談
事
案
に
つ
い
て
は
顧
間
先
、
事
案
等

を
具
体
的
に
特
定
し
て
の
事
前
予
約
制

と
大
変
相
談
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
は
理
解
す
る
が
、
相
談
す

る
方
は
後
で
揉
め
る
こ
と
避
け
る
た
め

で
、
規
制
す
る
な
ら
、
過
去
の
相
談
、

回
答
事
例
を
、
も
っ
と
も
つ
と
開
示
す

べ
き
だ
と
思
う
。

。
今
年
も
残
り
少
な
く
、
忘
年
会
の

予
定
、
年
末
調
整
業
務
の
準
備
等
気
に

し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
で
九
州
場
所
の
初

日
を
見
な
が
ら
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

ま
す
。
編
集
の
先
生
に
は
何
時
も
原
稿
が
遅

く
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
以
上
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第

一
章

総

　

則

第

一
条
　
本
会
は
三
商
会
人
会
と
称
す
。

第
二
条
　
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を

は
か
り
、
且
つ
、
東
京
都
立

第
二
商
業
高
等
学
校
に
お
け

る
簿
記
会
計
分
野
の
学
科
の

学
習
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
　
本
会
は
本
部
を
会
長
宅
に
置

第
二
章

会

　

員

第
四
章
　
本
会
の
会
員
は
三
商
同
窓
会

生
に
し
て
、
左
記
の
資
格
の

う
ち
の

一
を
有
す
る
。

一
、
公
認
会
計
士

。
税
理
士

等
の
職
業
会
計
人
。

二
、
会
計
学
者
。

三
、
当
会
が
特
に
入
会
を
認

め
た
も
の
。

第
五
条
　
会
費
は
（年
二
千
円
）
必
要
の

都
度
納
入
さ
れ
る
も
の
と
す

フ

●

。

第
二
章

役

　

員

第
六
条
　
本
会
に
左
記
の
役
員
を
置
く
。

会
長

一
名
　
副
会
長

〓
一名

幹
事

若
干
名
　
監
事

一
一名

第
七
条
　
会
長
、
副
会
長
、
幹
事
に
お

い
て
は
会
員
の
中
よ
り
選
出

す
る
。

役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。

第
八
条
　
会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会

務
を
統
理
す
る
。

会
長
は
幹
事
会
及
び
総
会
の

議
長
と
な
る
。

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、

会
長
に
事
故
あ
り
た
る
と
き

は
、
こ
れ
を
代
理
す
る
。

第
九
条
　
幹
事
は
本
会
則
の
規
定
に
よ

り
会
務
を
掌
理
す
る
ほ
か
、

会
長
、
副
会
長
共
に
事
故
あ

る
と
き
は
互
選
に
よ
っ
て
そ

の
職
務
を
代
理
と
す
る
。

第
十
条
　
本
会
の
役
員
は
任
期
満
了
後

も
、
後
任
の
就
任
ま
で
そ
の

職
に
在
す
る
者
と
す
る
。
但

し
、
再
選
を
妨
げ
な
い
。

第
上
条
　
幹
事
会
は
、
正
副
会
長
、
幹

事
を
も
っ
て
組
織
し
、
本
会

所
定
の
事
項
の
ほ
か
総
会
の

委
任
に
よ
る
重
要
事
項
を
議

決
す
る
。

但
し
、
緊
急
の
場
合
は
幹
事

会
の
決
議
を
も

っ
て
総
会
の

議
決
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

′
●

。

第
主
条
　
幹
事
会
は
会
長
が
必
要
ど
認

め
た
と
き
は
、
ま
た
は
幹
事

の
過
半
数
の
請
求
が
あ
っ
た

と
き
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す

フ
０

。

第
些
条
　
本
会
の
幹
事
会
の
決
議
を
経

て
顧
間
及
び
参
与
を
お
く
こ

と
が
で
き
る
。

第
四
章
　
総
　
　
会

第
茜
条
　
総
会
は
毎
年
六
月
に
開
催
す

る
も
の
と
し
、
臨
時
総
会
は

必
要
の
都
度
開
催
す
る
も
の

と
す
る
。

第
主
条
　
総
会
は
会
長
が
こ
れ
を
招
集

す
る
。

第
共
条
　
総
会
の
議
事
は
出
席
者
の
過

半
数
を
以
て
決
定
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
が
こ
れ

を
決
す
る
。
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